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一
、
は
じ
め
に

　

近
時
、
大
量
の
木
簡
（
特
に
荷
札
木
簡
）
の
発
掘
と
そ
の
解
読
整
理
の

お
陰
を
も
っ
て
、
古
代
に
お
け
る
行
政
地
名
表
記
の
実
際
が
次
第
に
明
ら

か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
木
簡
を
主
な
資
料
と
し
た
考
察
に
よ
っ
て
、
古

代
地
名
二
字
表
記
化
の
経
緯
を
私
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
る注１
。

　

大
宝
年
間
（
大
宝
四
年
頃
か
）、
国
名
が
二
字
に
統
一
さ
れ
、
和
銅
四

年
頃
に
は
郡
里
名
も
二
字
の
嘉
名
で
表
記
す
る
よ
う
に
と
の
命
令
（
文
言

は
延
喜
式
に
採
録
さ
れ
た
如
き
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
）
が
出
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
和
銅
六
年
に
出
さ
れ
た
風
土
記
撰
進
の
詔
の
第
一
条
に
、

郡
郷
名
（
当
時
の
名
称
に
従
え
ば
「
郡
里
名
」
と
あ
る
べ
き
も
の
）
は
好

字
で
表
記
せ
よ
と
あ
る
。
こ
の
「
好
字
」
と
は
、
適
切
な
文
字
、
相
応
し

い
文
字
の
意
で
、
す
で
に
出
さ
れ
て
い
る
和
銅
四
年
頃
の
二
字
嘉
名
を
踏

ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
国
は
こ
の
命
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

風
土
記
を
編
纂
し
、
そ
こ
に
記
述
さ
れ
る
郡
郷
里
名
は
こ
と
ご
と
く
二
字

に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
風
土
記
の
撰
進
が
遅
れ
て

い
る
国
に
対
し
て
は
、
出
雲
国
風
土
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
民
部
省
の

口
宣
に
よ
っ
て
、
督
促
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
、
行
政
地
名
の
二
字

化
を
果
た
し
た
上
で
、
風
土
記
撰
進
に
到
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

朝
廷
が
な
ぜ
行
政
地
名
を
二
字
に
統
一
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
意

図
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
当
時
の
、
中
国
を
強
く
意
識
し
た
律
令
国
家

建
設
の
過
程
で
、
藤
原
京
を
造
り
、
大
宝
律
令
を
作
り
、
平
城
京
を
造
り
、

日
本
書
紀
を
編
纂
し
た
時
代
背
景
を
考
え
る
と
、
中
国
の
地
名
の
多
く
が

二
字
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
こ
れ
に
倣
お
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
る
。
国
名
（
令
制
国
の
名
称
）
に
つ
い
て
は
、
国
印
鋳
造
の

便
宜
の
た
め
と
考
え
る
鎌
田
元
一
氏
の
説
が注２
あ
る
が
、
そ
れ
が
主
た
る
目

的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
主
た
る
目
的
は
や
は
り
中
国
を
意
識
し
た
も
の

で
、
国
印
鋳
造
上
の
便
宜
は
従
の
目
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

木
簡
は
当
時
書
か
れ
た
ま
ま
の
一
次
資
料
で
あ
り
、
当
時
の
実
際
の
表

記
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
編
纂
物
で
あ
る
記
紀
、
風
土
記
、

万
葉
集
に
お
け
る
地
名
表
記
の
実
際
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
う
ち
の
日
本
書
紀
の
国
名
表
記
に
つ
い
て
考

日
本
書
紀
の
国
名
表
記
に
つ
い
て

北

川

和

秀
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察
す
る
。

　

日
本
書
紀
の
収
録
範
囲
は
神
代
か
ら
持
統
天
皇
の
退
位
（
六
九
七
）
ま

で
で
あ
る
。
そ
の
後
、
大
宝
律
令
の
成
立
、
平
城
遷
都
を
経
て
、
養
老
四

年
（
七
二
〇
）
の
日
本
書
紀
撰
進
に
到
る
。

　

国
名
表
記
は
大
宝
年
間
（
七
〇
一
〜
七
〇
四
）
に
大
き
く
変
わ
っ
た
の

で
、
変
わ
る
前
を
旧
表
記
、
変
わ
っ
た
あ
と
を
新
表
記
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
と
、
日
本
書
紀
に
記
述
さ
れ
た
時
代
は
全
て
旧
表
記
の
時
代
で
あ
り
、

日
本
書
紀
の
編
纂
が
ヤ
マ
場
を
越
え
て
、
実
際
に
撰
進
さ
れ
た
の
は
新
表

記
の
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
日
本
書
紀
の
実
際
の
表
記
が

新
表
記
に
依
っ
て
い
る
の
か
、
旧
表
記
に
依
っ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る

こ
と
は
、
日
本
書
紀
編
纂
の
方
針
の
一
つ
を
窺
う
こ
と
に
繋
が
り
、
ま
た

日
本
書
紀
の
国
名
表
記
を
奈
良
朝
初
期
の
国
名
表
記
史
の
資
料
と
し
て
用

い
る
上
で
も
必
要
な
こ
と
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
い
う
観
点
か
ら

日
本
書
紀
の
国
名
表
記
を
考
察
す
る注３
。

二
、
日
本
書
紀
に
お
け
る
国
名
表
記
の
概
要

　

日
本
書
紀
に
お
け
る
国
名
表
記
の
例
数
を
表
に
し
て
示
す
。
こ
こ
で
い

う
「
国
名
」
と
は
令
制
国
の
意
で
あ
り
、
名
称
を
含
め
て
令
制
国
に
直
結

す
る
も
の
の
み
を
対
象
と
し
た
。
従
っ
て
、
兎
狭
国
、
浪
速
国
、
碩
田
国
、

襲
国
な
ど
は
含
め
な
い
。
穴
門
（
穴
戸
）
国
は
、
長
門
国
の
古
名
と
見
て

対
象
と
し
た
。

　

筑
紫
は
、
九
州
全
体
を
指
す
場
合
と
、
後
に
筑
前
・
筑
後
に
分
割
さ
れ

る
九
州
北
部
地
域
を
指
す
場
合
と
が
あ
る
が
、
例
数
に
は
両
方
を
含
ん
で

い
る
。
天
武
朝
頃
に
分
割
さ
れ
て
令
制
国
と
な
っ
た
越
国
、
吉
備
国
、
豊

国
、
火
国
（
肥
国
）
は
対
象
と
し
た
。

　

歌
謡
に
登
場
す
る
万
葉
仮
名
の
例
は
含
め
な
い
。

　

国
名
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
氏
族
名
や
人
名
は
含
め
な
い
。

　

表
に
お
け
る
「
旧
表
記
」「
新
表
記
」
の
判
断
は
、
古
事
記
や
木
簡
を

参
考
に
し
た
。
大
宝
以
前
も
以
後
も
表
記
の
変
わ
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
新
旧
表
記
の
間
の
罫
線
を
外
し
た
。

　

表
中
の
数
字
は
用
例
数
を
示
す
。

　

依
拠
し
た
本
文
は
、
岩
波
書
店
の
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
『
日
本
書

紀
』
上
・
下
を
用
い
、
漢
字
の
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
変
更
し
た
。

よ
み

古
事
記

旧
表
記

新
表
記

や
ま
と

倭
／
大
倭

倭
62

大
倭
12

や
ま
し
ろ

山
代

山
背
19
＊

か
ふ
ち

川
内

河
内

河
内
36

つ

津
３

摂
津
12

い
が

伊
賀

伊
賀
８

い
せ

伊
勢

伊
勢
51

し
ま

嶋

志
摩
２

を
は
り

尾
張

尾
張
18

み
か
は

三
川

参
河
１

と
ほ
つ
あ
ふ
み

遠
江

遠
江
４
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す
る
が

駿
河
２

い
づ

伊
豆
７

か
ひ

甲
斐

甲
斐
６

さ
が
む

相
武

相
模
４

む
ざ
し

无
耶
志

武
蔵
９

あ
は

淡

淡
１

か
み
つ
ふ
さ

上
総
４

ひ
た
ち

常
道

常
陸
３

あ
ふ
み

近
淡
海

淡
海

淡
海
１

近
江
74

み
の

三
野

美
濃

美
濃
22

ひ
だ

飛
騨
３

し
な
の

科
野

科
野
１

信
濃
13

か
み
つ
け
の

上
毛
野

上
毛
野
２

上
野
４

し
も
つ
け
の

下
毛
野

下
毛
野
３

下
野
１

み
ち
の
く

道
奥
２

陸
奥
９

わ
か
さ

若
狭

若
狭
２

こ
し

高
志

越
39

越
前
２

さ
ど

佐
度

佐
度
６

佐
渡
１

た
に
は

旦
波

丹
波

丹
波
15

た
ぢ
ま

多
遅
麻

多
遅
摩

但
馬
９

い
な
ば

稲
羽

因
播
３

因
幡
１

い
づ
も

出
雲

出
雲
26

お
き

隠
伎

億
岐
６

は
り
ま

針
間

播
磨
24

き
び

吉
備

吉
備
23

吉
備
中
１

備
前
１

備
後
２

あ
ぎ

阿
岐

安
藝
８

す
は

周
芳

周
芳
５

な
が
と

穴
門

穴
門
14

穴
戸
４

長
門
４

き

木
／
紀

紀
９

紀
伊
22

あ
は
ぢ

淡
道

淡
路
26

あ
は

粟

粟
２

阿
波
４

さ
ぬ
き

讃
岐

讃
岐
５

讃
吉
２

い
よ

伊
余

伊
予

伊
予
16

と
さ

土
左

土
左
６

つ
く
し

筑
紫

竺
紫

筑
紫
166

筑
紫
後
１

竹
斯
１

筑
後
１
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と
よ

豊

豊
４

豊
前
１

ひ

肥

火
４

肥
１

火
前
１

肥
後
２

ひ
む
か

日
向

日
向
19

お
ほ
す
み

大
隅
７

さ
つ
ま

薩
麻
１

い
き

伊
岐

壱
岐
４

つ
し
ま

津
島

津
島
１

対
馬
15

た
ね

多
祢
８

＊ 

「
山
背
」
に
つ
い
て
。古
典
大
系
本
に
は
、欽
明
三
十
一
年
四
月
二
日
条
に
「
山

城
国
相
楽
郡
」
と
あ
る
が
、
欽
明
紀
（
巻
十
九
）
の
現
存
最
古
の
写
本
で
あ

る
北
野
本
に
「
山
背
国
相
楽
郡
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、「
山
背
」
と
改
訂
し

た
。「
山
城
」
は
、
平
安
遷
都
後
に
、
そ
れ
ま
で
の
「
山
背
」
を
、
都
の
あ
る

国
の
国
名
表
記
に
相
応
し
く
「
山
城
」
と
改
め
た
も
の
で注４
、
そ
れ
以
前
に
は

こ
の
表
記
の
例
を
見
な
い
。
北
野
本
の
本
文
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

記
紀
の
主
要
な
国
名
の
う
ち
、
伊
勢
、
尾
張
、
出
雲
、
日
向
な
ど
二
字

の
も
の
は
、
大
宝
以
降
に
あ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
の
表
記
が
継
続
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
。

　

記
紀
の
主
要
な
国
名
で
あ
っ
て
も
、
倭
、
近
淡
海
、
木
・
紀
な
ど
非
二

字
の
も
の
は
、
大
宝
以
後
、
表
記
は
二
字
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　

右
の
表
か
ら
は
、
日
本
書
紀
の
国
名
表
記
は
、
原
則
と
し
て
新
表
記
が

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
一
部
に
例
外
が
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
例
外

を
中
心
に
検
討
し
て
ゆ
く
。

三
、
穴
門
（
穴
戸
）
に
つ
い
て

　

穴
門
（
穴
戸
）・
長
門
は
、
表
記
で
は
な
く
国
名
そ
の
も
の
が
変
更
さ

れ
た
国
で
あ
る
。
日
本
書
紀
に
お
け
る
穴
門
（
穴
戸
）
お
よ
び
長
門
の
用

例
を
表
に
し
て
示
す
。

　

次
の
表
で
、「
群
１

」
と
し
た
の
は
森
博
達
氏
に
よ
る
日
本
書
紀
区
分

論注５、「
群
２

」
と
し
た
の
は
葛
西
太
一
氏
に
よ
る
日
本
書
紀
区
分
論注６
で
あ

る
。
以
下
、
各
節
も
同
様
。

本
文

所　
　

在

巻

群
１

群
２

穴
門

垂
仁
二
是
歳
注

六

β

丙

穴
門

仲
哀
二
・
三
・
一
五

八

β

丙

穴
門

仲
哀
二
・
三
・
一
五

八

β

丙

穴
門

仲
哀
二
・
九

八

β

丙

穴
門

仲
哀
二
・
九

八

β

丙

穴
門

仲
哀
八
・
一
・
四

八

β

丙

穴
門

仲
哀
八
・
一
・
四

八

β

丙

穴
門

仲
哀
九
・
二
・
五

八

β

丙

穴
門

仲
哀
九
・
二
・
二
二

八

β

丙

穴
門

神
功
前
九
・
一
二
・
一
四

九

β

丙
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穴
門

神
功
前
九
・
一
二
・
一
四

九

β

丙

穴
門

神
功
元
・
二

九

β

丙

長
門

継
体
二
一
・
八
・
一

一
七

α

甲

穴
門

欽
明
二
二
是
歳

一
九

α

甲

穴
門
館

欽
明
二
二
是
歳

一
九

α

甲

穴
戸
国
司

白
雉
元
・
二
・
九

二
五

α

乙

穴
戸
国

白
雉
元
・
二
・
一
五

二
五

α

乙

穴
戸

白
雉
元
・
二
・
一
五

二
五

α

乙

穴
戸

白
雉
元
・
二
・
一
五

二
五

α

乙

長
門
国

天
智
四
・
八

二
七

α

乙

長
門
城

天
智
九
・
二

二
七

α

乙

長
門
国

天
武
五
・
一
・
二
五

二
九

β

丁

　

日
本
書
紀
の
表
記
が
国
名
の
変
遷
時
期
を
反
映
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

「
穴
門
（
穴
戸
）」
か
ら
「
長
門
」
へ
の
変
化
の
時
期
は
、
白
雉
元
年
二
月

一
五
日
か
ら
天
智
四
年
八
月
ま
で
の
間
の
い
つ
か
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
穴
門
」
と
「
穴
戸
」
の
相
違
は
、
こ
れ
も
表
記
が
変
遷
し
た
可
能
性

は
あ
る
が
、
巻
に
よ
る
相
違
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
中
で
、
欄
外
に
＊
を
付
け
て
示
し
た
継
体
二
一
年
八
月
一
日
の
条

の
「
長
門
」
が
、「
穴
門
」
の
中
に
孤
立
し
て
い
る
。
本
文
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

　

天
皇
、
親
ら
斧
鉞
を
操
り
て
、
大
連
に
授
け
て
曰
は
く
、「
長
門

よ
り
東
を
ば
朕
制
ら
む
。
筑
紫
よ
り
西
を
ば
汝
制
れ
。
…
…
」
と
の

た
ま
ふ
。

　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀　

下
』
三
六
ペ
ー
ジ
の
頭
注
、
お
よ

び
五
四
七
ペ
ー
ジ
の
補
注
に
は
、
こ
の
箇
所
（
原
文
は
「
長
門
以
東
朕
制

之
。
筑
紫
以
西
汝
制
之
。」）
は
、『
藝
文
類
聚
』
所
引
の
『
漢
書
』
の
本

文
「
闑
以
内
寡
人
制
之
、
闑
以
外
将
軍
制
之
」
か
ら
作
文
し
た
旨
の
指
摘

が
あ
る
。
こ
の
本
文
は
、
巻
一
七
の
編
者
が
作
文
す
る
際
に
、
編
纂
時
の

国
名
で
あ
る
「
長
門
」
を
使
用
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

四
、
淡
海
・
科
野
・
津
島
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
諸
国
は
、
大
部
分
が
新
表
記
を
と
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず

つ
例
外
的
に
旧
表
記
が
出
現
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
数
字
は
、「
近
江
」
七
四
例
・「
淡
海
」
一
例
、「
信
濃
」
一

三
例
・「
科
野
」
一
例
、「
対
馬
」
一
五
例
・「
津
島
」
一
例
で
あ
る
。

　

以
下
、
例
外
の
本
文
を
示
す
。

①
淡
海
国
言
さ
く
、「
坂
田
郡
の
人
小
竹
田
史
身
が
猪
槽
の
水
の
中
に
、

忽
然
に
稲
生
れ
り
。
身
、
取
り
て
收
む
。
日
日
に
富
を
致
す
。
…
…
」

と
ま
う
す
。 

（
天
智
三
・
一
二
是
月
）
巻
二
七
、
α
群
、
乙
群

②
科
野
国
言
さ
く
、「
蝿
群
れ
て
西
に
向
ひ
て
、
巨
坂
を
飛
び
踰
ゆ
。

大
き
さ
十
囲
許
。
高
さ
蒼
天
に
至
れ
り
」
と
ま
う
す
。

 

（
斉
明
六
是
歳
）
巻
二
六
、
α
群
、
乙
群

③
日
羅
を
以
て
、
葦
北
に
移
し
葬
る
。
後
に
、
海
の
畔
の
者
言
は
く
、

「
恩
率
の
船
は
、
風
に
被
ひ
て
海
に
没
り
に
き
。
参
官
の
船
は
、
津

＊
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島
に
漂
泊
ひ
て
、
乃
ち
始
め
て
帰
る
こ
と
得
た
り
」
と
い
ふ
。

 

（
敏
達
一
二
是
歳
）
巻
二
〇
、
α
群
、
甲
群

　

①
②
は
諸
国
か
ら
の
報
告
と
い
う
文
脈
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
文
章
に

共
通
点
が
あ
る
。
日
本
書
紀
編
纂
時
に
共
通
の
史
料
か
ら
引
用
し
、
そ
の

際
、
原
資
料
の
表
記
が
残
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
書
紀
区
分
で
は
と
も
に

α
群
・
乙
群
で
あ
る
。

　

③
は
全
体
が
報
告
書
の
よ
う
な
文
章
で
あ
り
、
そ
の
中
の
引
用
中
に

「
津
島
」
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
原
史
料
の
引
用
に
際
し
て
、
そ

の
表
記
が
残
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

五
、
上
毛
野
・
下
毛
野
に
つ
い
て

　
「
か
み
つ
け
の
」「
し
も
つ
け
の
」
に
つ
い
て
は
、
上
毛
野
二
例
・
上
野

四
例
、
下
毛
野
三
例
・
下
野
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
表
に
し
て

示
す
。表

記

所　
　

在

巻

群
１

群
２

上
毛
野
国

安
閑
二
・
五
・
九

一
八

α

甲

上
毛
野
国

斉
明
四
・
一
一
・
一
一

二
六

α

乙

下
毛
野
国

持
統
元
・
三
・
二
一

三
〇

丁

下
毛
野

持
統
三
・
四
・
八

三
〇

丁

下
毛
野
国

持
統
四
・
八
・
一
一

三
〇

丁

上
野

景
行
四
〇
是
歳

七

β

丙

上
野
国

景
行
五
五
・
二
・
五

七

β

丙

上
野

推
古
九
・
九
・
八

二
二

β

丙

上
野
国

推
古
三
五
・
五

二
二

β

丙

下
野
国
司

天
武
五
・
五
・
七

二
九

β

丁

　

右
の
よ
う
に
、
上
毛
野
・
下
毛
野
の
表
記
は
α
群
と
巻
三
〇
、
上
野
・

下
野
は
β
群
と
い
う
風
に
、
所
在
が
き
れ
い
な
分
布
を
示
す
。
編
纂
者
グ

ル
ー
プ
に
よ
っ
て
表
記
に
差
が
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
上
毛
野
・
下
毛
野
の
全
五
例
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

①
筑
紫
の
穂
波
屯
倉
…
…
、
豊
国
の
…
…
、
火
国
の
…
…
、
播
磨
国
の

…
…
、
備
後
国
の
…
…
、
婀
娜
国
の
…
…
、
阿
波
国
の
…
…
、
紀
国

の
…
…
、
丹
波
国
の
…
…
、
近
江
国
の
…
…
、
尾
張
国
の
…
…
、
上

毛
野
国
の
…
…
、
駿
河
国
の
…
…
を
置
く
。

 

（
安
閑
二
・
五
・
九
）
巻
一
八
、
α
群
、
甲
群

②
守
君
大
石
を
上
毛
野
国
に
、
坂
合
部
薬
を
尾
張
国
に
流
す
。

 

（
斉
明
四
・
一
一
・
一
一
）
巻
二
六
、
α
群
、
乙
群

③
投
化
け
る
新
羅
十
四
人
を
以
て
、
下
毛
野
国
に
居
ら
し
む
。

 

（
持
統
元
・
三
・
二
一
）
巻
三
〇
、
丁
群

④
投
化
け
る
新
羅
人
を
以
て
、
下
毛
野
に
居
ら
し
む
。

 

（
持
統
三
・
四
・
八
）
巻
三
〇
、
丁
群

⑤
帰
化
け
る
新
羅
人
等
を
以
て
、
下
毛
野
国
に
居
ら
し
む
。
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（
持
統
四
・
八
・
一
一
）
巻
三
〇
、
丁
群

　

①
に
は
筑
紫
、
豊
国
、
火
国
、
婀
娜
国
、
紀
国
、
上
毛
野
国
な
ど
と
い
っ

た
古
い
表
記
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
（
そ
の
一
方
で
、

備
後
国
、
近
江
国
と
い
っ
た
新
し
い
表
記
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る

が
）。
日
本
書
紀
の
こ
の
条
は
、
原
資
料
の
表
記
が
反
映
さ
れ
た
可
能
性

も
あ
る
。

　

一
方
、
巻
三
〇
の
三
例
は
い
ず
れ
も
、
帰
化
し
た
新
羅
人
を
下
毛
野
国

に
居
住
さ
せ
る
と
い
う
共
通
の
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た
共
通
の
原
資
料

の
表
記
が
反
映
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

六
、
周
芳
に
つ
い
て

　

山
陽
道
の
「
す
は
」
は
五
例
こ
と
ご
と
く
「
周
芳
」
の
表
記
で
あ
る
。

全
用
例
を
表
に
し
て
示
す
。

表
記

所　
　

在

巻

群
１

群
２

周
芳

景
行
一二
・
九
・
五

七

β

丙

周
芳

仲
哀
八
・一・
四

八

β

丙

周
芳

推
古
一一・
二
・
四

二
二

β

丙

周
芳
国

天
武
一〇
・
九
・
五

二
九

β

丁

周
芳
総
令

天
武
一四
・一一・
二

二
九

β

丁

　

木
簡
は
、「
周
防
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
全
部
で
五
一
点
。
そ
の
う
ち

藤
原
宮
三
点
、
平
城
宮
・
京
四
四
点
（
う
ち
長
屋
王
邸
二
三
点
）、
長
岡

京
二
点
、
長
登
銅
山
二
点
と
、
幅
広
い
時
代
に
亙
っ
て
い
る
。
特
に
、
長

屋
王
邸
出
土
木
簡
の
時
期
は
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）
か
ら
霊
亀
三
年
（
七

一
七
）
ま
で
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
藤
原
京
時
代
か
ら
平
城
遷
都
後
数
年

間
と
い
う
日
本
書
紀
の
編
纂
の
最
終
段
階
の
一
般
的
な
表
記
は
「
周
防
」

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
表
記
は
そ
の
ま
ま
定
着
し
、
後
世
に
至
る
。

　

木
簡
に
お
け
る
こ
れ
以
外
の
表
記
は
、「
周
方
」
三
点
と
、「
周
芳
」
二

点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
周
方
」
は
藤
原
宮
二
点
、
平
城
宮
一
点
で
あ
る
。

藤
原
宮
出
土
木
簡
の
一
点
に
は
「
評
」
の
字
が
あ
り
、
大
宝
以
前
の
も
の

で
あ
る
。
日
本
書
紀
の
表
記
と
共
通
す
る
「
周
芳
」
二
点
の
内
訳
は
、
平

城
宮
中
央
区
朝
堂
院
東
北
隅
出
土
の
も
の
一
点
と
、
平
城
京
二
条
大
路
出

土
の
も
の
一
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
朝
堂
院
東
北
隅
か
ら
出
土
し
た
木
簡

全
体
の
う
ち
年
紀
の
あ
る
も
の
は
七
点
あ
り
、
そ
の
年
代
は
神
亀
三
年

（
七
二
六
）
か
ら
天
平
三
年
（
七
三
一
）
の
範
囲
に
収
ま
る
の
で
、「
周
芳
」

木
簡
も
そ
の
年
代
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
二
条

大
路
木
簡
の
時
期
は
天
平
七
・
八
年
（
七
三
五
〜
七
三
六
）
の
二
年
間
を

中
心
と
す
る
天
平
前
期
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
次
第
で
、
木
簡
に
よ
れ
ば
、
こ
の
国
の
表
記
は
藤
原
京
時

代
か
ら
後
世
ま
で
「
周
防
」
が
一
般
的
で
、
天
平
の
頃
に
「
周
芳
」
が
若

干
見
え
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
日
本
書
紀
が
「
周
芳
」
表
記
を
採
用

す
る
の
は
不
審
に
思
え
る
。
た
だ
し
、
古
事
記
で
は
「
周
芳
国
造
」
と
い

う
氏
族
名
の
例
な
が
ら
、
唯
一
の
「
す
は
」
表
記
が
「
周
芳
」
で
あ
る
の

で
、
こ
の
表
記
も
大
宝
以
前
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
日
本

書
紀
は
そ
れ
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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日
本
書
紀
の
「
周
芳
」
の
分
布
は
す
べ
て
β
群
で
あ
る
の
で
、
も
し
も

α
群
に
も
「
す
は
」
が
登
場
し
て
い
れ
ば
、
そ
こ
で
は
あ
る
い
は
「
周
防
」

の
表
記
が
採
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

七
、
淡
・
薩
麻
に
つ
い
て

　

安
房
国
と
薩
摩
国
は
、
と
も
に
日
本
書
紀
の
収
録
範
囲
の
下
限
で
あ
る

持
統
天
皇
退
位
の
年
（
六
九
七
）
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
国
で
あ
る注７
が
、

そ
の
名
称
が
書
紀
に
そ
れ
ぞ
れ
「
淡
」「
薩
麻
」
の
表
記
で
一
例
ず
つ
登

場
す
る
。
そ
の
例
を
示
す
。

①
上
総
国
に
至
り
て
、
海
路
よ
り
淡
水
門
を
渡
り
た
ま
ふ
。

 

（
景
行
五
三
・
一
〇
）
巻
七
、
β
群
、
丙
群

②
大
唐
に
遣
さ
る
る
使
人
高
田
根
麻
呂
等
、
薩
麻
の
曲
・
竹
嶋
の
間
に
、

船
合
り
て
沒
死
り
ぬ
。 

（
白
雉
四
・
七
）
巻
二
五
、
α
群
、
乙
群

　

ま
ず
「
淡
」
に
つ
い
て
。「
淡
水
門
」
は
古
事
記
に
も
一
例
登
場
す
る
。

箇
所
は
全
く
異
な
る
が
同
じ
く
景
行
記
で
あ
る
。

此
の
御
世
に
、
田
部
を
定
め
、
又
、
東
の
淡
水
門
を
定
め
、
…
…

 

（
古
事
記　

中
・
景
行
）

　

こ
こ
は
、
記
紀
と
も
に
安
房
国
と
い
う
よ
り
は
、
房
総
半
島
最
南
端
の

安
房
郡
の
沖
合
い
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
記
紀
が
「
淡
水
門
」
と
い
う

全
く
同
一
の
表
記
を
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

　
「
薩
麻
」
に
つ
い
て
は
、
白
雉
四
年
の
時
点
で
は
ま
だ
薩
摩
国
は
存
在

し
て
い
な
い
が
、
書
紀
編
纂
時
に
お
け
る
「
今
で
い
え
ば
、
薩
麻
の
曲
・

竹
嶋
の
間
で
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
の
国
の
表
記
は
、
木
簡
や
正
倉
院
文
書
な
ど
奈
良
時
代
の
範

囲
で
は
す
べ
て
「
薩
麻
」
で
あ
り
、「
薩
摩
」
は
見
え
な
い
。
続
日
本
紀

で
は
「
薩
摩
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
続
日
本
紀
が
成
立
し
た
平
安

時
代
初
期
に
は
「
薩
摩
」
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と

も
奈
良
時
代
後
半
ま
で
は
「
薩
麻
」
で
あ
る
。

八
、
越
・
吉
備
・
筑
紫
・
豊
・
火
（
肥
）
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
諸
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
後
に
分
割
さ
れ
て
、
越
前
・
越
中
・
越
後
、

備
前
・
備
中
・
備
後
、
筑
前
・
筑
後
、
豊
前
・
豊
後
、
肥
前
・
肥
後
と
な
っ

た
。
そ
の
時
期
は
天
武
朝
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
諸
国
は
、
日
本
書
紀
で
は
分
割
さ
れ
る
前
の
表
記
を
す
る
こ
と

が
多
い
が
、
一
部
、
分
割
後
の
表
記
も
現
れ
る
。
そ
れ
ら
分
割
後
の
表
記

を
年
代
順
に
表
に
し
て
示
す
。

表
記

所　
　

在

巻

群
１

群
２

豊
前
国

景
行
一二
・
九
・
五

七

β

丙

筑
紫
後
国

景
行
一八
・
七
・
四

七

β

丙

火
前
国

神
功
前
紀
九
・
四
・
三

九

β

丙

吉
備
中
国

仁
徳
六
七
是
歳

一一

β

丙

越
前
国

継
体
前
紀
注

一七

α

甲
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備
後
国

安
閑
二
・
五
・
九

一八

α

甲

備
前

欽
明
一七
・
七
・
六

一九

α

甲

肥
後
国

推
古
一七
・
四
・
四

二
二

β

丙

備
後
国
司

天
武
二
・
三
・一七

二
九

β

丁

筑
後
国

持
統
四
・一〇
・
二
二

三
〇

丁

越
前
国
司

持
統
六
・
九
・
二一

三
〇

丁

肥
後
国

持
統
一〇
・
四
・
二
七

三
〇

丁

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
巻
三
〇
持
統
紀
の
例
は
、
当
時
既
に
分
割
さ
れ
て
い

た
国
の
表
記
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
以
前
の
例
は
、
ま
だ
国

が
分
割
さ
れ
る
前
の
時
代
を
記
述
し
て
い
る
箇
所
に
分
割
後
の
表
記
が
用

い
ら
れ
、
不
審
で
あ
る
。「
今
の
」
と
い
う
意
味
合
い
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
ら
の
本
文
を
以
下
に
示
す
。

①
天
皇
、
遂
に
筑
紫
に
幸
し
て
、
豊
前
国
の
長
峡
県
に
到
り
て
、
行
宮

を
興
て
て
居
し
ま
す
。 

（
景
行
一
二
・
九
・
五
）

②
筑
紫
後
国
の
御
木
に
到
り
て
、
高
田
行
宮
に
居
し
ま
す
。

 

（
景
行
一
八
・
七
・
四
）

③
北
、
火
前
国
の
松
浦
県
に
到
り
て
、
玉
嶋
里
の
小
河
の
側
に
進
食
す
。

 

（
神
功
前
紀
九
・
四
・
三
）

④
吉
備
中
国
の
川
嶋
河
の
派
に
、
大
虬
有
り
て
人
を
苦
び
し
む
。
時
に

路
人
、
其
の
処
に
触
れ
て
行
け
ば
、
必
ず
其
の
毒
を
被
り
て
、
多
に

死
亡
ぬ
。 

（
仁
徳
六
七
是
歳
）

⑤
天
皇
幼
年
く
し
て
、
父
の
王
薨
せ
ま
し
ぬ
。
振
媛
廼
ち
歎
き
て
曰
は

く
、「
妾
、今
遠
く
桑
梓
を
離
れ
た
り
。安
ぞ
能
く
膝
養
る
こ
と
得
む
。

余
、
高
向
に
帰
寧
ひ
が
て
ら
に
、
高
向
は
、
越
前
国
の
邑
の
名
な
り
。
天
皇
を

奉
養
ら
む
」
と
い
ふ
。 

（
継
体
前
紀
）

⑥
筑
紫
の
穂
波
屯
倉
・
鎌
屯
倉
、
…
…
備
後
国
の
後
城
屯
倉
・
多
祢
屯

倉
・
来
履
屯
倉
・
葉
稚
屯
倉
・
河
音
屯
倉
、
…
…
を
置
く
。

 

（
安
閑
二
・
五
・
九
）

⑦
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
祢
等
を
備
前
の
児
嶋
郡
に
遣
し
て
、
屯
倉
を
置
か

し
む
。 

（
欽
明
一
七
・
七
・
六
）

⑧
筑
紫
大
宰
、
奏
上
し
て
言
さ
く
、「
百
済
の
僧
道
欣
・
恵
弥
、
首
と

し
て
、
一
十
人
、
俗
七
十
五
人
、
肥
後
国
の
葦
北
津
に
泊
れ
」
と
ま

う
す
。 

（
推
古
一
七
・
四
・
四
）

⑨
備
後
国
司
、
白
雉
を
亀
石
郡
に
獲
て
貢
れ
り
。
乃
ち
当
郡
の
課
役
悉

に
免
さ
る
。 

（
天
武
二
・
三
・
一
七
）

　

以
上
の
諸
例
こ
と
ご
と
く
、
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
文
中
に
当
該
国

に
属
す
る
地
名
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
分
割
後
の
令
制
国
の
い
ず
れ
に

当
た
る
の
か
は
明
瞭
で
あ
り
、
日
本
書
紀
編
纂
時
の
国
名
を
「
今
の
」
と

い
う
形
で
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
と
い
う
意
図

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
真
相
は
不
明
で
あ
る
。
書
紀
区
分
論
の
観

点
か
ら
は
、
α
群
・
β
群
、
と
も
に
含
ま
れ
て
い
て
、
何
れ
か
に
偏
在
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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九
、
大
倭
に
つ
い
て

　

最
後
に
「
大
倭
」
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
の
国
は
、
他
の
国
と
全
く
様
相

を
異
に
す
る
。
他
の
国
の
表
記
に
お
い
て
は
、
一
般
に
新
表
記
を
標
準
と

す
る
の
に
対
し
、「
や
ま
と
」
で
は
、
旧
表
記
の
「
倭
」
が
六
二
例
に
対
し
、

新
表
記
の
「
大
倭
」
は
一
二
例
に
過
ぎ
ず
、
他
と
は
新
旧
が
逆
に
な
っ
て

い
る
。
以
下
、
煩
瑣
に
な
る
が
全
用
例
を
表
に
し
て
示
す
。「
大
倭
」
の

例
に
は
①
〜
⑫
の
符
号
を
付
け
て
示
し
た
。
ま
た
、
ａ
〜
ｄ
は
、
巻
二
九

に
お
け
る
「
倭
」
の
例
で
あ
る
。

本
文

所　
　

在

巻

群
１

群
２

倭
国

神
武
前
戊
午
・
九
・
五

三

β

丙

倭
国
造

神
武
二
・
二
・
二

三

β

丙

倭

安
寧
元
・一〇
・一一

四

β

丁

倭
国

孝
昭
二
九
・一・
三
注

四

β

丁

倭
大
国
魂

崇
神
六

五

β

丙

倭
国

崇
神
七
・
二
・一五

五

β

丙

倭

崇
神
一〇
・
九
・
二
七

五

β

丙

倭
国

崇
神
一〇
・
九
・
二
七

五

β

丙

倭

垂
仁
三
五
・一〇

六

β

丙

倭

景
行
二
七
・一二

七

β

丙

倭
国

景
行
四
〇
是
歳

七

β

丙

倭

景
行
四
〇
是
歳

七

β

丙

倭

景
行
五
四
・
九
・一九

七

β

丙

倭
国

成
務
二
・一一・一〇

七

β

丙

倭
国

仲
哀
前
紀

八

β

丙

倭
国

仲
哀
八
・一・
四

八

β

丙

大
倭

神
功
六
二
注

九

β

丙

倭
屯
田

仁
徳
前
紀

一一

β

丙

倭
屯
田

仁
徳
前
紀

一一

β

丙

倭
屯
田

仁
徳
前
紀

一一

β

丙

倭
屯
田

仁
徳
前
紀

一一

β

丙

倭
屯
田

仁
徳
前
紀

一一

β

丙

倭

仁
徳
三
〇
・
九
・一一

一一

β

丙

倭

履
中
前
紀

一二

β

丙

倭

履
中
前
紀

一二

β

丙

倭

履
中
元
・
四
・一七

一二

β

丙

倭

允
恭
七
・一二
・一

一三

β

丙

倭
采
女

雄
略
二
・一〇
・
六

一四

α

甲

大
倭
国
造

雄
略
二
・一〇
・
六

一四

α

甲

大
倭

雄
略
五
・
七
注

一四

α

甲

倭
国

雄
略
七
是
歳

一四

α

甲

倭

顕
宗
前
紀

一五

α

甲

大
倭
国

仁
賢
六
・
是
歳

一五

α

甲

大
倭
国

安
閑
元
・一

一八

α

甲

①②③④⑤
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大
倭
国

宣
化
四
・一一・一七

一八

α

甲

倭
国

欽
明
元
・
二

一九

α

甲

倭
国

欽
明
元
・
七
・一四

一九

α

甲

倭
国

欽
明
七
・
七

一九

α

甲

倭
国

欽
明
一七
・一〇

一九

α

甲

倭
国

推
古
一五
是
歳
冬

二
二

β

丙

倭
皇

推
古
一六
・
八
・一二

二
二

β

丙

倭
国

皇
極
三
・
三

二
四

α

乙

倭
国

大
化
元
・
八
・
五

二
五

α

乙

倭
国

大
化
二
・
三
・一九

二
五

α

乙

倭
国

大
化
二
・
三
・一九

二
五

α

乙

倭
国

大
化
五
・
三
・
二
四

二
五

α

乙

倭

大
化
五
・
三
・
二
四

二
五

α

乙

倭
京

白
雉
四
是
歳

二
五

α

乙

倭

白
雉
四
是
歳

二
五

α

乙

倭
都

白
雉
五
・一・一

二
五

α

乙

倭

白
雉
五
・一二
・
八

二
五

α

乙

倭
都

白
雉
五
・一二
・
八

二
五

α

乙

倭
客

斉
明
五
・
七
・
三
注

二
六

α

乙

大
倭

斉
明
七
・
五
・
二
三
注

二
六

α

乙

倭
京

天
智
六
・
八

二
七

α

乙

倭
国

天
智
六
・一一是
月

二
七

α

乙

倭
京

天
武
元
・
五
是
月

二
八

β

丙

倭
京

天
武
元
・
六
・
二
六

二
八

β

丙

倭

天
武
元
・
六
・
二
六

二
八

β

丙

倭

天
武
元
・
七
・
二

二
八

β

丙

倭
京

天
武
元
・
七
・
九

二
八

β

丙

倭
京

天
武
元
・
七
・
九

二
八

β

丙

倭

天
武
元
・
七
・
二
二

二
八

β

丙

倭
京

天
武
元
・
九
・一二

二
八

β

丙

倭
国

天
武
三
・
三
・
七

二
九

β

丁

大
倭
国

天
武
四
・一・一七

二
九

β

丁

大
倭
（
国
）

天
武
四
・
二
・
九

二
九

β

丁

倭
国

天
武
五
・
四
・
四

二
九

β

丁

倭
国

天
武
五
・
四
・
四

二
九

β

丁

倭

天
武
一三
是
年

二
九

β

丁

大
倭

持
統
称
制
前
紀

三
〇

丁

大
倭
（
大
神
）

持
統
六
・
五
・
二
六

三
〇

丁

大
倭
（
社
）

持
統
六
・一二
・
二
四

三
〇

丁

　
「
や
ま
と
」
に
つ
い
て
は
例
外
に
当
た
る
「
大
倭
」
の
全
用
例
①
〜
⑫

を
以
下
に
示
す
。

①
加
羅
の
国
王
の
妹
既
殿
至
、
大
倭
に
向
き
て
啓
し
て
云
さ
く
、
…
…

 
（
神
功
六
二
注
）（
百
済
記
の
引
用
）
日
本
の
意
。

⑥⑦

ａ⑧⑨ｂｃｄ⑩⑪⑫
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②
皇
太
后
、
天
皇
の
悦
び
た
ま
ふ
を
観
し
て
、
観
喜
盈
懐
ぎ
ま
す
。
更

人
を
貢
り
た
ま
は
む
と
し
て
曰
は
く
、「
我
が
厨
人
兎
田
御
戸
部
・

真
鋒
田
高
天
、
此
の
二
人
を
以
て
、
加
貢
へ
て
、
宍
人
部
と
せ
む
と

請
ひ
た
ま
ふ
」
と
の
た
ま
ふ
。
茲
よ
り
以
後
、
大
倭
国
造
吾
子
籠
宿

祢
、
狭
穂
子
鳥
別
を
貢
り
て
、
宍
人
部
と
す
。

 

（
雄
略
二
・
一
〇
・
六
）

③
蓋
鹵
王
、
弟
昆
支
君
を
遣
し
て
、
大
倭
に
向
で
て
、
天
王
に
侍
ら
し

む
。 

（
雄
略
五
・
七
注
）（
百
済
新
撰
の
引
用
）
日
本
の
意
。

④
日
鷹
吉
士
、
高
麗
よ
り
還
り
て
、
工
匠
須
流
枳
・
奴
流
枳
等
を
献
る
。

今
大
倭
国
山
辺
郡
の
額
田
邑
の
熟
皮
高
麗
は
、
是
其
の
後
な
り
。

 

（
仁
賢
六
・
是
歳
）

⑤
都
を
大
倭
国
の
勾
金
橋
に
遷
す
。
因
り
て
宮
号
と
す
。

 

（
安
閑
元
・
一
）

⑥
天
皇
を
大
倭
国
の
身
狭
桃
花
鳥
坂
上
陵
に
葬
り
ま
つ
る
。

 

（
宣
化
四
・
一
一
・
一
七
）

⑦
時
の
人
称
ひ
て
曰
へ
ら
く
、「
大
倭
の
天
の
報
近
き
か
な
」
と
い
へ
り
。

 

（
斉
明
七
・
五
・
二
三
注
）（
伊
吉
連
博
得
書
の
引
用
）
日
本
の
意
。

⑧
大
倭
国
、
瑞
鶏
を
貢
れ
り
。
東
国
、
白
鷹
を
貢
れ
り
。
近
江
国
、
白

鵄
を
貢
れ
り
。 

（
天
武
四
・
一
・
一
七
）

⑨
大
倭
・
河
内
・
摂
津
・
山
背
・
播
磨
・
淡
路
・
丹
波
・
但
馬
・
近
江
・

若
狭
・
伊
勢
・
美
濃
・
尾
張
等
の
国
に
勅
し
て
曰
は
く
、
…
…

 

（
天
武
四
・
二
・
九
）

⑩
美
濃
の
軍
将
等
と
大
倭
の
桀
豪
と
、
共
に
大
友
皇
子
を
誅
し
て
、
首

を
伝
へ
て
不
破
宮
に
詣
づ
。 

（
持
統
称
制
前
紀
）

⑪
使
者
を
遣
し
て
、
幣
を
四
所
の
、
伊
勢
・
大
倭
・
住
吉
・
紀
伊
の
大

神
に
奉
ら
し
む
。 

（
持
統
六
・
五
・
二
六
）

⑫
大
夫
等
を
遣
し
て
、
新
羅
の
調
を
、
五
社
、
伊
勢
・
住
吉
・
紀
伊
・

大
倭
・
菟
名
足
に
奉
る
。 

（
持
統
六
・
一
二
・
二
四
）

　

以
上
の
う
ち
、
①
は
百
済
記
の
引
用
、
③
は
百
済
新
撰
の
引
用
、
⑦
は

伊
吉
連
博
得
書
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
す
べ
て
日
本
の
意
で
用
い
ら
れ
て

い
る
。

　

④
に
は
「
大
倭
国
」
の
直
前
に
「
今
」
と
い
う
語
が
あ
る
。「
現
在
の
」

と
い
う
意
味
合
い
が
強
く
出
た
た
め
に
、
編
纂
時
に
用
い
ら
れ
て
い
た
新

表
記
が
出
て
し
ま
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
②

も
、「
今
」
と
い
う
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、「
茲
よ
り
以
後
（
今

に
到
る
ま
で
）」
と
い
う
意
味
合
い
で
同
断
か
も
し
れ
な
い
。

　

⑤
⑥
は
他
の
国
名
の
場
合
に
は
問
題
な
い
が
、「
や
ま
と
」
に
お
い
て

は
「
倭
」
を
通
例
と
す
る
の
で
、「
大
倭
」
は
逆
に
例
外
と
な
る
。
と
も

に
巻
一
八
の
例
で
あ
る
の
で
、
巻
一
八
の
執
筆
者
の
書
き
方
な
の
で
あ
ろ

う
。

　

⑧
〜
⑫
は
新
表
記
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
他
の
国
名
の
場
合
と
同
じ
で

あ
る
。
文
中
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
他
の
国
名
も
す
べ
て
新
表
記
で
あ
っ

て
、
整
合
性
が
あ
る
。
巻
二
九
・
巻
三
〇
に
至
っ
て
、
や
っ
と
新
表
記
が

通
例
と
な
り
、
他
の
国
名
の
場
合
と
整
合
性
が
取
れ
た
と
い
う
べ
き
か
。

た
だ
し
、
巻
三
〇
は
こ
れ
が
「
や
ま
と
」
の
全
用
例
に
な
る
が
、
巻
二
九

の
場
合
に
は
「
倭
」
も
四
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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ａ
対
馬
国
司
守
忍
海
造
大
国
言
さ
く
、「
銀
始
め
て
当
国
に
出
で
た
り
。

即
ち
貢
上
る
」
と
ま
う
す
。
…
…
凡
そ
銀
の
倭
国
に
有
る
こ
と
は
、

初
め
て
此
の
時
に
出
え
た
り
。 

（
天
武
三
・
三
・
七
）

ｂ
倭
国
の
添
下
郡
の
鰐
積
吉
事
、
瑞
鶏
を
貢
れ
り
。

 

（
天
武
五
・
四
・
四
）

ｃ
倭
国
の
飽
波
郡
言
さ
く
、「
雌
鶏
、
雄
に
化
れ
り
」
と
ま
う
す
。

 

（
天
武
五
・
四
・
四
）

ｄ
倭
の
葛
城
下
郡
言
さ
く
、「
四
足
あ
る
鶏
有
り
」
と
ま
う
す
。

 

（
天
武
一
三
是
年
）

　
ａ
は
日
本
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ｂ
ｃ
ｄ
は
書
式
に
共
通
性
が
見

ら
れ
る
の
で
、
同
じ
資
料
に
依
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
日
本
書
紀
に
お
け
る
国
名
表
記
の
実
際
を
分
類
し
て
考
察
し
て

き
た
。

　

日
本
書
紀
の
国
名
表
記
は
、
原
則
と
し
て
新
表
記
を
採
用
す
る
が
、
一

部
、
旧
表
記
に
依
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
理
由
や
傾
向
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
や
ま
と
」
に
つ
い
て
は
、
他
の
国
と
は
全
く
異
な
り
、
旧
表
記
を
基

本
と
し
て
、
一
部
に
新
表
記
を
用
い
て
い
る
。
こ
こ
で
例
外
と
な
る
新
表

記
の
「
大
倭
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
は
ほ
ぼ

明
ら
か
に
し
得
た
が
、
肝
腎
な
、
新
旧
表
記
の
逆
転
の
理
由
は
よ
く
分
か

ら
な
い
。

　

日
本
書
紀
編
者
の
意
識
で
は
、
他
の
国
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ば
よ
そ
の

国
で
あ
り
、
新
表
記
で
統
一
す
る
と
い
う
原
則
が
あ
ま
り
抵
抗
な
く
実
行

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、「
や
ま
と
」
に
関
し
て
は
、
い
わ
ば
地
元
で
あ

り
、
伝
説
上
、
歴
史
上
の
時
代
に
ま
で
、「
大
倭
」
と
い
う
新
し
い
表
記

で
統
一
す
る
こ
と
に
大
き
な
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
や
ま
と
」
に
は
、
国
号
の
「
日
本
」
も
あ
る
。
今
回
は
「
日
本
」
は

考
察
の
対
象
外
と
し
た
が
、
古
事
記
で
は
「
倭
建
命
」
と
表
記
さ
れ
て
い

る
人
物
が
日
本
書
紀
で
は
「
日
本
武
尊
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
日

本
」
は
国
号
な
の
か
否
か
、
な
ど
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　

今
後
、「
日
本
」
も
含
め
、
ま
た
、
万
葉
集
の
歌
の
表
記
も
含
め
て
、「
や

ま
と
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
考
察
を
重
ね
た
い
。

　

ま
た
、
日
本
書
紀
の
地
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
国
名
の
み
に
限

定
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
地
名
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
別
稿
を
期
し
た
い
。

注１　

北
川
和
秀
「
地
名
二
字
表
記
化
を
め
ぐ
っ
て
」（『
上
代
文
学
』
一

一
一
。
平
成
二
五
年
一
一
月
）
な
ど
。

２　

鎌
田
元
一
『
律
令
公
民
制
の
研
究
』
の
う
ち
「
Ⅱ 

律
令
制
国
名

表
記
の
成
立
」（
平
成
一
三
年
三
月
。
塙
書
房
）

３　

国
名
の
新
旧
表
記
を
考
察
し
た
研
究
に
、
直
木
孝
次
郎
「
古
事
記

の
国
名
表
記
に
つ
い
て
」（『
人
文
研
究
』
二
三
巻
一
〇
分
冊　

昭

和
四
十
七
年
九
月
。
の
ち
『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』
塙
書
房　

昭
和
五
十
年
九
月
）、
田
中
卓
「
古
事
記
に
お
け
る
国
名
と
そ
の
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表
記
│
主
と
し
て
古
事
記
偽
書
説
へ
の
反
証
│
」（『
古
事
記
年

報
』
二
四　

昭
和
五
十
七
年
一
月
。
の
ち
『
古
典
籍
と
史
料
』〈
田

中
卓
著
作
集
十
〉
国
書
刊
行
会　

平
成
五
年
八
月
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
古
事
記
の
国
名
表
記
が
大
宝
以
前
の

表
記
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

４　
「
こ
の
国
は
山
河
襟
帯
し
自
然
に
城
を
作
す
。
こ
の
形
勝
に
因
り

て
新
号
を
制
す
べ
し
。
宜
し
く
山
背
国
を
改
め
て
山
城
国
と
す
べ

し
。」（
日
本
紀
略　

延
暦
一
三
・
一
一
・
八
）

５　

森
博
達
『
古
代
の
音
韻
と
日
本
書
紀
の
成
立
』（
大
修
館
書
店
。

平
成
三
年
七
月
）

６　

葛
西
太
一
『
日
本
書
紀
段
階
編
修
論
』（
花
鳥
社
。令
和
三
年
二
月
）

７　

安
房
に
つ
い
て
は
「
上
総
国
の
平
群
・
安
房
・
朝
夷
・
長
狭
四
郡

を
割
き
て
安
房
国
を
置
く
。」（
続
日
本
紀　

養
老
二
・
五
・
二
）

と
あ
る
。
ま
た
、
薩
麻
に
つ
い
て
は
、「
唱
更
の
国
司
等
今
の
薩
摩
国

な
り
。
言
さ
く
、」（
続
日
本
紀　

大
宝
二
・
一
〇
・
三
）
と
あ
る
の

で
、
成
立
は
こ
れ
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
木
簡
の
用
例
検
索
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
「
木
簡
庫
」（http://m

okkanko.nabunken.go.jp/ja/　

二
〇
二
一
年
一
月
二
十
九
日
更
新
版
）
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。


